
パレット 

 
白がはばたくとき 
誰もが取り残される 

  
新たなる憎悪と 
偽善に満ちた自虐に 

  
緑が瞑想するとき 
誰もが息をのむ 

  
寄せ集めに過ぎぬものを 
「全て」と呼ぶ愚かさに 

  
青が微笑するとき 
誰もが崩折れる 

  
空間的な広さが 
重量を持ちうることに 

  
赤が消えるとき 
誰もが渇きにうめく 

  
作為的な拒絶と、確信と 
その冷ややかさに 

  
そこに僕は立つ 
そこにパレットがある 
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